
①第三者評価機関名

 

②施設・事業所情報

 職員数  非常勤職員：            13名

 看護師　　　　　　　　　1名

 園務員　　　　　　　　　2名

 事務員　　　　　　　　　　 名

（設備等）

・砂場： 2 ・総合遊具： 1
・ ブ ラ ン コ ： 1 ・ 鉄 棒 ： 2
・ 滑 り 台 ： 2 ・ 登 棒 ： 1
・足洗い場：2　・築山：1

③理念・基本方針

愛知県福祉サービス第三評価事業　評価結果

（理念）
入所する乳幼児の最善の利益を考慮し、その福祉を積極的に増進することに最もふさわしい
保育を行います。
（基本方針）
・家庭との緊密な連携の下に環境を通して養護と教育を一体的に行います。
・乳幼児が健康、安全で情緒の安定した生活ができる環境を用意し、自己を十分に発揮しな
がら活動できるようにします。
・乳幼児一人一人の特性に応じ、発達課題に即した指導を行うようにします。
・乳幼児の主体的な活動を促し、乳幼児期にふさわしい遊びや生活ができるよう総合的な保
育を行うようにします。
・一人一人の保護者の状況やその意向を理解し、親子関係や家庭生活等に配慮しながら援助
します。

④施設・事業所の特徴的な取組

特定非営利活動法人あいち福祉アセスメント

 TEL：0566-99-0144

 施設・設備の概要

（居室数）

・保育室：8 ・遊戯室：1
・便所：7 ・ほふく室：1
・調乳室 ：1 ・保健室：1
・職員室：1 ・調理室：1
・休憩室、更衣室、湯沸等：
3 ・倉庫等：4 ・
防災倉庫： 1 ・シャワー
室：1

 名称：安城市立小川保育園  種別：保育所

 代表者氏名：和田　香里  定員（利用人数）：             170 名

 所在地：愛知県安城市小川町志茂188番地

【施設・事業所の概要】

ホームページ： https://www.city.anjo.aichi.jp/shisei/shisetsu/hoiku/ogawa.html

 開設年月日 ：　昭和28年4月1日

 経営法人・設置主体（法人名等）： 安城市

 常勤職員：         17名

 専門職員

（専門職の名称）      名

 保育士　　　　　　　25名

 



⑤第三者評価の受審状況

 受審回数
      （前回の受審時期）

⑥総評

◇特に評価の高い点

　令和元年　　 5月　　14日（契約日） ～
      　  　　 　　　令和2年　　 2月　29日（評価決定日）

                      3 回     （平成　28年度）

 評価実施期間

（マニュアルや手順書、手引きなどの策定）
・行政の下、統一された各種のマニュアルや手順書、手引きなどが策定され保育サービスや保育園
運営に活かされ必要に応じて改定され、職員に周知している。

（保育園の概況）
・保育園は安城市の南部に位置し、田畑が広がる自然にも恵まれた環境下にある。古くから
の住宅地で三世代同居家庭が多いが、他地区からの転入者や核家族世帯も増えてきている。
開設から66年の歴史を有し、地域に溶け込んだ保育園となっている。広い園庭には菜園や花
壇などもあり、居ながらにして四季を感じて遊べる環境にある。大きなドングリが実るクヌ
ギの樹があり、実のなる季節には子どもたちの格好の遊び場となっている。2階の5室の保育
室に連なる木製の幅広く長い廊下はごっこ遊びやゲーム遊び、作品の展示などが展開でき、
遊びの工夫や異年齢での交流が期待できる空間となっている。また、3・4・5歳児はそれぞれ
2クラスあり、子ども同士、協同したり競ったり、創造したりなどの連携遊びができる環境に
ある。
・乳児も戸外遊びを積極的に取り入れ、散歩を楽しんだり乳児専用のテラスや園庭で遊びを
存分に楽しむ環境が整えられている。

 
（保育サービスの実施状況）
・生後6か月～5歳児の保育を実施し、開所時間は平日7時30分から18時である。
・地域の未就園児と保護者を対象にママの子育て広場「とまと畑」や地域の高齢者と5歳児の
交流事業「ふれあい会」を実施している。
・施設長は地域の公民館で開催されている出前講座で、子育に関することや幼稚園と保育園
の違いなど専門的な情報を提供する機会を設けている。
　

（栽培や収穫体験を取り入れた保育）
・保育園の一画に広い畑があり、夏野菜やサツマイモやダイコン、玉ねぎ、ジャガイモなど
季節の野菜などを栽培し、野菜の種まきや収穫、調理体験を通して食に関心が持てるように
している。
・食育推進活動として食育指導計画や栽培計画を作成し、年齢や経験、収穫時期などを考慮
して保育活動としてクッキング体験を展開している。

（地域の方とのつながりを大切にする保育）
・世代間交流として地域の老人会の方と交流をすることで、子どもたちが地域に親しみ、ま
た優しい気持ちで関わりがもてるようにしている。地域の高齢者の方には、保育園や子ども
に親しみをもっていただく機会として、「ふれあい会」を年7回を実施している。



◇改善を求められる点

（単年度事業計画の収支計画、事業報告の策定）
・中・長期計画を反映させ、具体的な事業項目に基づいた実行可能な単年度の事業計画を策定し、
それに基づいて分かりやすく工夫をしたグランドデザイン風の事業計画の策定、それに合わせて年
間の行事計画を策定しているが、事業計画に収支の裏付けが読み取れない。
・単年度の事業計画時に、それを実現可能とするために把握できる限りの数値化を図り計画に活か
していくことと、年度の終了時に事業報告を策定していくことを望みたい。

（3歳以上児の保育の展開）
・各保育室とも安全で清潔な環境を整え、それぞれ年齢に応じて自由に表現したり、友だちと協同的
な活動ができるような遊具や用具を設置している。
・それぞれの年齢の発達的特徴を踏まえ、一人ひとりの育ちに合わせて基本的な生活習慣の定着
を図り、友だちや他の人々との関わりを深め、ものごとへの関心を高めていくように配慮しながら子
どもと関わるようにしている。園庭のドングリなどを生かした製作、保育園行事で作成した大型の恐
竜や発表会で使用した用具を遊びや生活の中で大切に活用し、子どもたち同士で繰り返して遊べる
環境を整えている。
・保育所保育指針に示されている5領域の内容を、遊びや生活を通して総合的に身につけられるよう
に計画に位置付け、それに基づいて保育が展開されている。
・年長児ならではの活動として、近くの保育園との合同ドッジボールなどは年長児としての団結や力
の発揮場となっている。また、年下の子どもにとっては、憧れと期待の活動ともなっている。

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント

第三者評価を受審するにあたり、評価基準に照らし合わせて自己評価を行い、それを基に、
グループごとに確認し合う過程は、一人一人が保育を見直す場になったとともに、職員の意
思統一を図る良い機会となりました。また、保育園運営や管理者のリーダーシップ、保育内
容など保育に関わる全ての項目一つ一つを確認し理解を深めることができたことは、施設長
としての学びも多く、自信にも繋がりました。

改善点としては、事業計画を実現可能とするために、できる限りの数値化を図る努力を
し、計画に活かせるようにしていきたいと思います。

評価していただいたことを励みに、今後も、「子どもの最善の利益」を考えた保育を行
い、保護者や地域の方にとっては安全で信頼される保育園となれるよう努力していきたいと
思います。

（中・長期計画の策定）
・公立の保育所ではあるが安城市の「安城市公立園アクションプラン」に基づいて理念や基本方針
の実現に向け、「子どもの育ちを保障する、子育てライフを支援する、多様な連携と協働をつくる、子
育て文化を育む、子育て子育ちを支援する仕組みをつくる」を目標とし、「質の高い保育、保育士の
質の向上、施設設備」の項目に照らし合わせ、収支の裏付けを加味した小川保育園の中・長期計画
が策定されている。

（地域の特性を生かした保育）
・子どもの保育と地域の関わり方について、子どもの社会体験や地域の中での子育て支援の基本
的考えについては、事業計画の事業内容に位置付け、実践活動として参加している。また、施設長
は地域のふれあい祭りや防災訓練、小・中学校区の会議、校区の運動会などに出席をし、学校関係
者や民生委員、町内会長など地域の代表との情報交換をし、地域との関わりを図っている。
・園児の祖父母や老人クラブとの遊びを通しての交流会や公民館祭りへ４・５歳児の作品を展示した
り、地域の未就園児の親子を対象とした保育園行事への招待、地域の保育園との遊びの交流等幅
広い触れ合いや交流を図っている。また、社会資源の情報提供として、地域の情報誌や地域のポス
ターなどを掲示し広報活動をしている。



⑧第三者評価結果

 

  別紙の「第三者評価結果」に記載している事項について公表する。


